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本校では、総合的な学習の時間（ドリームタイム）で、「見直そう　ふるさと
平川市」のテーマのもと、「地域は先生」「地域は教室」「地域は教材」「地域
は社会や世界の入口」として、地域に根ざした教育活動を推進しています。生
まれ育った地域への愛着心を育み、自己肯定感を高めていきます。

学校の
先生より

［本会議］ ３月４日・19日　議案審議
　　　　 ３月７日・８日　一般質問
［常任委員会］
　 ３月６日　総務企画・建設経済・教育民生
［予算特別委員会］　３月12日・14日・15日

３月定例会（3/４～3/19…16日間）

平川市立柏木小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの



こちらもご覧ください

平川市ＨＰ
当初予算の概要305項目

令和元年度予算 私はここに注目
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197億　　　　
4000万円

3月定例会最終日に審査の経過と結果について報告する石田昭弘予算特別委員会委員長。

ひらかわ市議会だより 第54号 2



次
の
ペ
ー
ジ
は

こ
こ
を
聞
く
！
私
た
ち
の
お
金
の
使
い
み
ち

令
和
を
切
り
開
く
新
年
度
予
算

ま
ち
づ
く
り・基
盤
整
備
／
教
育

605分
予算審議の延べ分数 305項目

予算に対する質疑項目
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一般会計当初予算

197億　　　　
4000万円

特別会計・企業会計等予算額は☞P.15

前年度比較
4.6％減
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議会が注目！ここが気になる！
シティプロモーション、すこやか住宅支援、地域おこし協力隊、気象観測装置設置、ひらかわ婚活事業、まち
づくり支援、地域づくり推進、移住支援、尾上地域地籍調査、選挙ポスター掲示設置委託、本庁舎建設、青
森県未来を変える元気事業費補助金、市税、地方交付税、地方消費税交付金、急傾斜地対策、道路改良工事、
民間宅地開発、空家等解体撤去補助、市営住宅使用料、電柱移転工事補償、側溝整備工事、木造住宅耐震リ
フォーム促進支援、公園管理工事請負費、防災会議委員・国民保護委員報酬、消防団新入団員準中型免許取得
費補助、碇ヶ関消防署、消防ポンプ自動車購入、防災士養成事業、消防団員数、自主防災組織育成、自主防災
組織機能強化、救急救命士、財産区

令和を開く
新年度予算審議

古懸コミュニティ
浴場の指定管理料
は妥当か
工藤秀一 議員
①�　古懸コミュニティ浴場25万円、久吉た
けのこ温泉100万円の差はなぜか。
②�　ポンプ故障による休業のため従業員の休業
補償が生じて赤字見込みである。町会側の負
担としているが市で負担する考えはないのか。
答弁
①�　入浴料収入と町会世帯数などから算定
し、町会と協議した上で決めている。黒
字になった場合は町会で積み立てし、赤
字になった場合は町会で負担することで
合議しているので現時点では指定管理料
の増額は考えていない。
②�　市で行う道路工事などでやむを得ず休
業するなどであれば対象となると考える
が今回は自然事象。市の責任において生
じた損害においては市補償、それ以外は
町会で補償する協定内容により今回のよ
うな事項は補償の対象外とされる。

道路除排雪
田中友彦 議員
①�　除雪委託料は毎年
少なく予算を組んであとから追
加してると思われるがなぜか。
齋藤英仁 議員
②�　除雪業者の技術格差解消の
ため講習会の実施と徹底した
指導を求める。
答弁
①�　計上の仕方は過去５、６カ年の平均値。
当初予算内におさまる年もある。気象条
件で降雪量が変わるので過去の実績より
平均値で当初予算を計上し、現状の実績
により補正予算を組むこととしている。
②�　除雪状況の格差については隔週で行っ
ている除雪会議等で業者等にしている指
導を今後も徹底する。講習会については
検討したい。（☞　関連記事　P10、P14）

地域の公共交通
佐藤　保 議員
①　地域公共交通協議会の内容は。
工藤竹雄 議員
②�　バス廃止路線で代替運行さ
れている乗り合いタクシーは、
場所により以前のバス料金よ
り高くなる。一律200円の利用料金では
遠方と近隣で不公平が生じる。
答弁
①�　市職員、国・県の交通関係や市内交通機
関の代表者、警察、市内各団体などの代表
者等15名で構成。交通経路やバス路線の
変更の妥当性などを含めて審議している。
②�　既に運行されている平賀地域の循環バ
スや碇ヶ関地域のジャンボタクシー運行
の金額と統一し、200円とした。短い区
間を乗り継ぐ方には従来よりも負担をお
かけし心苦しいが、市全体を考えこの単
価とした。

　家族に依存せずに移動できるよ
うなシステムづくりをぜひお願いしたい。

　新庁舎開庁に合わせて乗り合
いタクシーの制度を見直すこととしてい
たはず。開庁の遅れは不公平と地域の格
差間を強める。

まちづくり・基盤整備

私（佐藤　保議員）はこう思う

私（工藤竹雄議員）はこう思う

管理料も上げることができず、
営業補償も無理とすれば町会の
方はがっかりすると思います。

工藤秀一議員

新庁舎の開庁による利用率など
の状況を考慮をしながら今後の
運行体系を考えます。

市内では市の費用を投じないで浴場を管理
している町会もあります。周囲には民間の
公衆浴場もあります。それを踏まえて指定
管理先と協議した上で合意した協定です。
市全体のことを考慮して御理解願います。

古懸コミュニティ浴場
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議会が注目！ここが気になる！
学校教育振興会補助金、学校トイレ改修、
郷土芸能発表会、遺跡調査、成人式対象
者、碇ヶ関温水プールゆうえい館、要保
護・準要保護生徒援助費、新体育館、陸
上競技場管理、図書館図書購入費、文化
センター工事請負費、いじめ問題、学校
給食センター

国や県が管理する河川の洪水は被害が大きいの
で要望活動を徹底してほしい。市が管理する河
川の雑木や土砂はどこの町会でも困っているの
で対応強化願います。

給食を食べられない人への対応を大
事にしてほしい。

河川の管理
桑田公憲 議員
青森河川砂防協会負担金は県事業への負担金だ
が、市が管理する河川の雑木伐採や土砂排土の
対応の予算は。
答弁 　修繕料として毎年度60万円を計上し
随時行っている。
工藤竹雄 議員
青森河川砂防協会とは。雑木伐採は
その団体に要望できるのか。
答弁 　国へ要望活動を行う団体であり、県内
40市町村のほか県の機関、東北電力等が加盟
している。雑木や土砂への対応はその協会への
要望活動ではなく、毎年度市から県へ箇所図や
写真を資料添付した要望書を提出している。

トップアスリート事業・
　　チャンバラ合戦事業
長内秀樹 議員
イベント等委託料の内容は。
答弁 　トップアスリート事業の陸上・水泳教室、スポーツデーの
チャンバラ合戦の３件。スポーツデー開催にあたり、さまざまな御
意見をいただき、昨年度他のイベントで開催し子どもから大人まで
好評だったチャンバラ合戦を今回予算計上した。

学校給食の農産物集荷配送業務
委託料とは
桑田公憲 議員
①　この業務を始めた経緯は。
齋藤政子 議員
②�　市全体で農産物を納入している
農家数と地元農産物の利用率は。
答弁
①�　給食提供において地産地消率を上げるため
高冷地野菜を使用。これまでは葛川支所の運
転員が個人農家から給食センターへ配達して
いた。しかし、事故等が起きた場合等を考え
運送業許可を持っている専門業者に委託する
こととした。
②�　農家数は６名で、そのうち４名が小国・葛
川地区の方。利用率は、平成30年12月末現在
15.8％。

学校給食のアレルギー対応
福士　稔 議員
当市ではアレルギー対応食を提供しているのか。
答弁 　アレルギー対応食をつくるためには、
調理場所を完全に分けなければならないため、
現状では困難。保護者に御理解をいただき自宅
からお弁当を持ってきていただく等の対応をし
ている。

新しくスタートする令和元年度予算
の審議となる今回の予算特別委員会
はたくさんの質疑がありました。そ
の中の一部を御紹介します。

石田昭弘 委員長

私（桑田公憲議員）はこう思う

今年のスポーツデーの開催日は。

７月13日（土）の予定です。

私（福士　稔議員）はこう思う

大人も子どもも
夢中になった
チャンバラ大会

大規模な改修工事が
行われた平川市学校
給食センター

平川市議会
会議録

掲載できなかった質疑は「議会が
注目！ここが気になる！」として
まとめました。詳細は市ＨＰで御
覧いただけます。

工藤貴弘 副委員長

長内秀樹議員

5



議会が注目！ここが気になる！
りんご黒星病被害果処理、農業次世代人材投資事業、グリー
ン・ツーリズム、農業収入保険制度加入促進、６次産業化、
市特別保証制度特別保証料補助金、�空き店舗対策、ふるさと
センター大規模改修、津軽・ひろさき街歩き観光推進実行委
員会負担金、マイロード・マイタウン整備事業、食ラボひら
かわ施設備品、改善センター改修工事、駐輪用ペダルレスト、
観光案内表示板、台湾交流、花火大会支援体制

短命の理由に肉の摂取過多が挙げら
れている。健康のためにもＰＲの際には「野菜
１日350グラム」等の記載をお願いしたい。

本市の認知度向上や観光経済の振興
につなげていただきたい。実るかどうかは不明
だがチャレンジするのはとてもいいこと。

道の駅いかりがせき、
　　　改修でどう変わる
工藤貴弘 議員
①�　大規模改修基本設計の内容は。
②�　近年キャンピングカー等での
観光がブームになっている。車中泊に対応した施設を
検討してはどうか。
答弁 　
①�　駐車場・直売所・レストランホールなどの面積拡張、
建物の落雪対応、トイレ・空調・照明設備等更新、舗
装等修繕など。
②�　車中泊可能な施設にするには、広い駐車スペースや
雪置き場の確保、新しいトイレの用意、騒音による住
民の生活環境への影響などの課題がある。それらを考
慮しつつ検討する。

盛況が見込まれる平川あどの祭り
工藤貴弘 議員
平川あどの祭りの補助金が増額された理由は。
答弁 　
　昨年の参加団体は５団体だったが次回の予定は
10団体として予算計上した。またパレードらしさ
を出すための工夫や音響効果向上のための増額も含んでいる。

鳥獣被害の対策は
工藤秀一 議員
鳥獣被害対策は、捕獲を目的としたわなの設置、光や音で
追い払うことを目的としたもの、ＩＣＴによるセンサーつ
きのカメラ等で動物を把握するものが主なものと聞く。Ｉ
ＣＴカメラの導入は考えているか。
答弁 　ＩＣＴカメラ10台分を予算計上している。例
えば熊などがわなに入った際にはセンサー感知に
より写真または動画が撮影され、携帯電話やパソ
コンなどでリアルタイムに確認できるようになる。

りんご園地の簡易トイレ設置費用
長内秀樹 議員
新年度におけるトイレ設置補助の具体的な内容は。
答弁 　市内農業者が設置する場合の購入費
と設置費用に対して一部助成。事業費の３分の１以内
で上限10万円。１経営体につき50アールから200アー
ルまでが１台、200アールを超えた場合はもう１台。な

お、平成30年度は条件を認定農業者としていたが
この要件をはずしている。

ご当地グルメ「平川サガリ」
ＰＲ戦略
工藤竹雄 議員
「平川サガリ」のＰＲ事業はインバウ
ンド※1も絡めて考えてほしい。
答弁 　以前より市のＢ級グルメを模
索していたが、牛サガリを使ったイベントの提案があっ
た。イベントありきではなく、まずはサガリを活用しア
プローチすることからチャレンジしていきたい。

最近では民家の近くまで鳥獣被害が及んでい
る。国の補助等を利用し積極的に取り組んでほしい。

産業・観光

ことば ※１　インバウンド
　　　�内向きに入ってくること。観光事業では主に、

外国人の観光招致を意味する。
令 和 元 年 度 予 算 を 認 定 し ま し た。

私（齋藤律子議員）はこう思う

私（工藤貴弘議員）はこう思う

私（工藤秀一議員）はこう思う

未知数である新規事業のアイディアが出
たとき、取り入れるか取り入れないかの
判断は私に求められていると考えます。
私はチャレンジすることにしました。

この事業はふるさと納税による寄附金
を利用して行われる「りんごのふるさ
と応援事業」の一部です。

道の駅いかりがせきは本市の
観光拠点であり、碇ヶ関地域
の活性化の拠点です。その団体数であれば、昨年と同じ

コースでは狭いのではないか。
古い施設もあり、修繕費は年々増
加しています。毎年少しずつ修繕
するのではなく、大規模改修を行
うための計画を作成します。

最終的に参加団体数が決まった際に
実行委員会とコースを検討します。

工藤貴弘議員

長尾忠行市長

こ の よ う な 審 議 を 経 て 、 平 川 市 議 会 は 　

今年３月に平賀駅前で行わ
れた平川サガリ振る舞い

大規模改修が予定されている
道の駅いかりがせき

昨年８月14日に
初開催された平
川あどの祭り

工藤貴弘
議員
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議会が注目！ここが気になる！
放課後児童クラブ整備、検診・健診委託、碇ヶ関斎場
火葬設備補修、子どものための教育・保育給付交付金、
児童手当、児童扶養手当、老人クラブ運営費、出産祝
金、病児保育、母子家庭等高等技能訓練促進費、障が
い児保育対策、扶助費、地域の健康づくり活動支援、
自動車騒音常時監視業務、国民健康保険事業、介護保
険事業、診療所診療報酬・各事業等負担金

プレミアム付商品券事業とは
大川　登 議員
①　プレミアム付商品券事業とは。

原田　淳 議員
②　いくらまで購入できるのか。

小野敬子 議員
③　配布方法は。
答弁 　
①�　2019年10月に予定されている消費税引き
上げに伴う国実施の経済対策の一環。低所得
者や子育て世帯の消費に与える影響を緩和す
るとともに地域における消費を喚起すること
を目的としており、対象は住民税非課税の方
と３歳未満の子どもが属する世帯主の方。
②�　２万円で２万5000円の商品券が購入でき
る。限度額を２万円としている。
③�　基準日である６月１日に対象の方を抽出し
通知。その上で申し込みしていただくことを
考えている。

保育士等の業務負担軽減
長内秀樹 議員
①　保育体制強化事業補助金とは。
原田　淳 議員
②�　新規事業だが国・県からの補助金
対象である。国・県からの補助が廃
止になった場合、市単独でも継続す
る考えはあるか。
齋藤律子 議員
③�　一定の期間を経過したり資格を有し
たら正職員にすることも考えるべき。
答弁
①�　保育人材の確保が非常に困難であることか
ら、保育士等の業務負担軽減のために保育支
援員の配置を行う保育所に対し補助金を
交付するもの。上限は４万5000円。
②�　継続予定だが、事業目的が保育人材確保や
待機児童解消なので、それが改善されれば見
直し・検討が考えられる。
③�　この事業は保育士の育成や直接の確保を目
的としていない。間接的に保育士の補助をす
る支援員の配置を通し、保育士の定着や人材
確保をすることを目的としている。

福祉・健康・医療

令 和 元 年 度 予 算 を 認 定 し ま し た。

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

議員報酬の引き上げ 原田　淳 P.8
一般競争入札 原田　淳
外国人との共生社会の構築 長内　秀樹
市民と行政との双方向参画 長内　秀樹
ふるさと納税の返礼品と仲介手数料 長内　秀樹 P.8
太陽光発電システム導入支援事業 長内　秀樹
碇ヶ関小学校の改築と移転後の利活用 山田　忠利
地籍調査と遺跡の今後 佐藤　保 P.10
尾上分庁舎の活用計画 佐藤　保
まち・ひと・しごと創生平川市総合戦略 工藤　竹雄 P.12
職員人事異動 工藤　竹雄
農地付き空家 工藤　竹雄
予算編成方針と特別職報酬増額 齋藤　律子 P.12

産
業・観
光

閉鎖放置されている宿泊施設 山田　忠利 P.8
平成31年産米の課題 佐藤　保
海外に目を向けた観光振興 工藤　貴弘

教
育
・
福
祉
・
医
療

手話言語条例の制定 原田　淳
改訂された道徳教育 福士　稔 P.10
改正健康増進法 福士　稔
子どもへの虐待 佐藤　寛
聴覚障がい者へのさらなる支援 工藤　貴弘
学校給食の無償化 齋藤　律子
国民健康保険税の引き下げ 齋藤　律子
介護予防事業 石田　昭弘

安
心
・
安
全

狭い市道の除排雪 佐藤　寛 P.10
空家対策 佐藤　寛
大鰐浪岡線道路改築事業 工藤　貴弘 P.12
雪対策の対応力強化 石田　昭弘 P.14

　平川市のいろいろな課題等について、議員が
市に考えを聞くのが一般質問。全質問項目は下
表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目
を抜粋・要約してお知らせします。

今回は10名の議員が質問しました

詳細は平川市議会
会議録へ

次
の
ペ
ー
ジ
は

10
人
が
聞
い
た 

一
般
質
問

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
／
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
実
績
と
こ
れ
か
ら

碇
ヶ
関
地
域
に
あ
る
閉
鎖
施
設

こ の よ う な 審 議 を 経 て 、 平 川 市 議 会 は 　
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Ｑ
議
員
報
酬
は
改
選
後
の
８
月
か
ら
引
き
上
げ
と
な

る
が
、
そ
の
決
定
に
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い

る
か
疑
問
で
あ
る
。
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
対
す
る
住

民
投
票
を
実
施
で
き
な
い
か
。

Ａ
議
員
報
酬
の
改
定
は
、
平
川
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
条
例
に
基
づ
き
、
審
議
会
を
設
置
し
て
意
見

を
聞
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
審
議
会
の
委
員
は
、
市
内

の
公
共
団
体
の
代
表
者
や
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
々
を

含
め
、
民
間
企
業
や
金
融
機
関
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。
報
酬
等
の
額
に
つ
い
て
は
審
議
会
で
意
見
を
聞
き
、

妥
当
性
を
判
断
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
住
民
投

票
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
の
実
績
は
。

Ａ
平
成
27
年
度
が
約
１
億
６
千
万
円
、
平
成
28
年

度
が
約
２
億
８
千
万
円
、
平
成
29
年
度
が
約

１
億
７
千
万
円
、
平
成
30
年
度
は
年
度
の
途
中
で
す
が

４
億
３
千
万
円
を
超
え
る
寄
附
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。Ｑ

２
０
１
９
年
度
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
法
案
で

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
、
返

礼
品
は
寄
附
金
額
の
３
割
以
下
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
の
返
礼
品
の
数
と
改
正
へ
の
対
応
は
。

Ａ
返
礼
品
は
現
在
１
５
１
種
類
で
あ
り
、
全
て
の
返

礼
品
が
改
正
内
容
に
沿
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
碇
ヶ
関
総
合
支
所
と
碇
ヶ
関
公
民
館
の
間
に
あ
る

閉
鎖
後
放
置
さ
れ
て
い
る
旧
宿
泊
施
設
が
あ
る
。

こ
の
施
設
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
と
収
納
状
況

は
。Ａ

適
正
に
課
税
し
て
い
ま
す
が
、
収
納
状
況
は
滞
納

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
徴
収
困
難
案
件
と
し

て
、
専
門
機
関
で
あ
る
青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

※
２
へ
徴
収
業
務
を
移
管
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
旧
宿
泊
施
設
を
特
定
空
家
等
と
認
定
し
て
、
行
政

指
導
や
行
政
代
執
行
が
で
き
な
い
も
の
か
。

Ａ
特
定
空
家
等
の
認
定
は
、
国
の
特
定
空
家
等
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
倒
壊
等
の
危
険
性
な
ど
を
調

査
し
、
周
辺
へ
の
影
響
度
と
危
険
等
の
切
迫
性
を
考
慮
し

て
判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
に
つ
い

原は
ら
田た　
淳あ
つ
し

が
問
う�

（
新
風
の
会
・
沖
館
）

議
員
報
酬
の

　
引
き
上
げ
の
是
非

碇
ヶ
関
地
域
に
あ
る

　
　
　
　
閉
鎖
施
設

ことば ※１　パブリックコメント
　　　�行政が施策の計画段階で原案を発表して、一般から意見を募り、

その意見を考慮して最終決定を行う意見公募。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
実
績
と
こ
れ
か
ら

平
川
市
の
Ｐ
Ｒ
を
全
国
に

長お
さ
内な
い
秀ひ
で
樹き

が
問
う�

（
誠
心
会
・
尾
上
）

平川市議会
会議録

一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山や
ま
田だ

忠た
だ
利と
し
が
問
う�

（
誠
心
会
・
碇
ヶ
関
）

「平川市のパブリック
コメント制度」は
こちらから

生
活
環
境
上
、

放
置
で
き
ま
せ
ん

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
す
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Ｑ
住
民
投
票
が
無
理
で
あ
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
※
１
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
市
の
基
本
的
な
政
策

を
決
定
す
る
際
に
公
正
性
や
透
明
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
民
の
積
極
的
な
市
政
参
画
を
促
し
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市

の
進
む
べ
き
方
向
と
い
っ
た
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
場

合
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
報
酬
等
に
つ
い
て
の
審
議

は
条
例
に
定
め
て
い
る
と
お
り
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て

判
断
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
市
民
の
声
を
直
接
聞
く
の
が
難
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
議
員
報
酬
引
き
上
げ
の
条
例
案
を
取
り
下
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
審
議
会
に
お
い
て
３
回
に
わ
た
り
審
議
を
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
で
あ
る
答
申
を
尊
重
し
こ
の
条
例

案
を
提
案
し
て
い
る
の
で
、
取
り
下
げ
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
込
み
は
多
く
の
方
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
当
市

も
あ
る
仲
介
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
手
数
料

の
内
訳
は
。

Ａ
手
数
料
の
主
な
内
訳
は
仲
介
サ
イ
ト
へ
の
返
礼
品

の
掲
載
、
寄
附
者
デ
ー
タ
の
管
理
、
返
礼
品
の
配

送
手
続
き
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
、
収
納
代

行
、
受
領
証
明
書
の
発
行
、
配
送
時
期
の
確
認
や
ク
レ
ー

ム
等
へ
の
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
で
す
。

Ｑ
多
く
の
寄
附
を
集
め
る
た
め
に
も
他
の
仲
介
サ
イ

ト
の
検
討
は
。

Ａ
平
成
29
年
度
よ
り
新
た
な
仲
介
サ
イ
ト
の
導
入
を

検
討
を
し
て
き
ま
し
た
が
返
礼
品
を
提
供
す
る
事

業
者
の
事
務
量
が
増
加
す
る
た
め
、
多
く
の
事
業
者
の
承

諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
見
送
り
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
提
供
事
業
者
の
負
担
と
な
ら
な
い
方
策
を

検
討
し
な
が
ら
、
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

て
は
倒
壊
等
の
危
険
性
は
低
く
、
現
段
階
で
は
特
定
空
家

等
に
認
定
し
て
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
後
は
、
建
物
の
破
損
状
況
や
草
木
の
繁
茂
状
況

な
ど
、
現
在
の
状
態
を
所
有
者
等
に
情
報
提
供
し
な
が
ら
、

状
態
の
改
善
を
促
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
必
要
性
は
。

Ａ
国
土
交
通
省
が
行
っ
た
民
間
建
築
物
を
対
象
と
し

た
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
全
国
調
査
の
推
計
結
果

を
見
る
と
、
民
間
建
築
物
の
５
％
程
度
は
吹
き
つ
け
ア
ス

ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
対
策

が
必
要
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
民
間
建
築
物
を
対
象
と
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
の
必
要
性
は
依
然
と
し
て
高
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

市
と
し
て
も
県
が
行
う
指
導
や
、
国
の
補
助
制
度
の
普
及

な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
対
策
事
業
と
連
携
し
、
調
査
の

推
進
に
向
け
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く�

一
般
質
問
地
籍
調
査
と
遺
跡
の
今
後
／
改
訂
さ
れ
た
道
徳
教
育

狭
い
市
道
の
除
排
雪

ことば ※２　青森県市町村税滞納整理機構
　　　�市町村と協働して滞納整理を行う専門機関。平成24年４月１日設

立。現在は県内40市町村中38団体で構成されている。

青森県 平川市

時と水 ゆったり流れる 平川市

カタログ有効期限／2019年3月末　カタログコード5731

カタログ以外にも魅力の品を取り揃えたホームページもご覧ください。
http://www.furusato-tax.jp/city/product/02210

ふるさと納税のご案内
青森県 平川市

寄附の申込み、
使途に関するお問合せ

お礼の品に関するお問合せ

平川市役所 総務部総務課　〒036-0104　青森県平川市柏木町藤山25番地6
TEL.0172-44-1111（受付時間 平日 8:15～17:00） FAX.0172-44-8619　メールアドレス furusato@city.hirakawa.lg.jp

ふるさと納税商品お問合せセンター　
TEL.0120-977-050（営業時間／9:30～18:00　土・日・祝・12/29～1/3休み）

注意事項
●お届けの日時指定は承っておりません。ご入金確認後2週間～１ヶ月でのお届けを予定しております。（季節品を除く） ●のし・包装・名入れのご希望は承っておりません。 ●お申込み後の「お礼
の品」の変更は出来ませんので、ご了承ください。 ●商品到着後の返品・交換は受けかねますのでご了承ください。ただし、破損・不良品の場合は速やかに対応させていただきます。 ●冷蔵商品
は発送前にご連絡いたします。 ●ご注文の状況によっては、一時的に品切れが発生する場合があります。その際は代替品をお送りするか、出荷可能時期までお待ちいただく場合がありますのでご
了承ください。 ●メーカーの都合により仕様・デザイン・色・柄・サイズなどが変更になる場合があります。 ●カタログ掲載商品は印刷再現上、色調が実物と異なる場合があります。 ●写真はすべて
イメージです。小物類は商品に含まれません。 ●商品は十分にご用意しておりますが、天候不良、社会状況、規格の変更、メーカーや施設の都合など、やむを得ない事情により内容変更や取扱い
を中止する場合がございます。 ●商品のお届けは日本国内に限らせていただきます。 ●カタログの掲載内容について最新の情報でない場合もあるため、詳しくはふるさとチョイスをご覧ください。

ふるさと納税の使いみち 申込書で寄附金の使途を選択してください。

A 来て見て触れて！ ひらかわ観光応援コース 

D みどり豊かなまち、ふるさとひらかわ応援コース

B 元気いっぱい！ ひらかわっ子応援コース 

  E とにかくひらかわ応援コース

C 味で勝負！ひらかわ農業応援コース 

ふるさと納税の流れ
ふるさと納 税 サイト

「ふるさとチョイス」から
お申込みください。

ご指定いただいた入
金方法にて、ご入金を
お願いいたします。

「お礼の品」が届く

①確定申告をする
②ワンストップ特例を利用する

（※2）

寄附金受領証明書を
受け取る（※1）

※1：確定申告には「寄附金受領証明書」が必要です。
紛失されないようご注意ください。「寄附金受領証明書」は
申込者の氏名で発行します。お礼の品とは別に概ね1ヶ月
程で郵送させていただきます。 

※2：確定申告をする必要のない方が、ふるさと納税先団
体（自治体）に「申告特例申請書」を提出いただくことで、
確定申告をしなくても寄附金控除が受けられます。但し年
間5自治体以内に限ります。

※3：自治体に寄附した金額のうち2,000円を超える分につ
いて、個人住民税所得割の約2割を上限として税額控除
されます。詳しくは総務省ふるさと納税ポータルサイトでご確
認ください。

①所得税・住民税で控除
 ②住民税で控除（※3）

入金方法
ホームページ「ふるさとチョイス」からお申込み後、
クレジットカード決済画面からご決済をお願いいたします。

払込取扱票（郵便局専用）は、申込日から起算して１０日程度でお届けします。最寄りの
郵便局からお振込みください。お申込みされた方のお名前でお振り込みをお願いします。

クレジットカード

払込取扱票

手数料無料

手数料無料

青森銀行　平賀支店 （普通） 口座番号　228886　
口座名　平川市振込口　お申込みされた方のお名前でお振り込みをお願いします。

〈送り先〉〒036-0104
青森県平川市柏木町藤山25番地6　総務部総務課　宛

〒036-0104　青森県平川市柏木町藤山25番地6　総務部総務課　
窓口にてお支払いください。

納付書は、申込日から起算して１０日程度でお届けします。 
〈お取扱いできる金融機関（全国の本・支店）は次の通りです〉 青森銀行、みちのく銀行、
東奥信用金庫、青い森信用金庫、津軽みらい農業協同組合、つがる弘前農業協同組合

銀行振込

現金書留

自治体窓口

納付書

手数料はご負担ください。

手数料はご負担ください。

―

―

平川市へ1万円以上のご寄附をいただいた皆様にお礼の品をお届けします。
お礼の品の合計金額が寄附金額の範囲内であれば、複数のお礼の品を最大１０品まで組み合わせることができます。

（例）寄附金額 10,000円～ 20,000円未満の方…10,000円以上の品×1品お選びください。
　　寄附金額 20,000円～ 30,000円未満の方…20,000円以上の品×1品または、10,000円以上の品×2品お選びください。
　　寄附金額 30,000円～ 50,000円未満の方…30,000円以上の品×1品または、10,000円以上の品×3品または、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20,000円以上の品×1品+10,000円以上の品×1品お選びください。
　　寄附金額 50,000円～100,000円未満の方…50,000円以上の品×1品または、10,000円以上の品×5品または、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,000円以上の品×3品+20,000円以上の品×１品または、10,000円以上の品×2品+30,000円以上の品×1品お選びください。
　　寄附金額100,000円以上の方…100,000円以上の品×1品または、10,000円以上の品×2品+30,000円以上の品×1品+50,000円以上の品×1品または、
　　　　　　　　　　　　　　　50,000円以上の品×1品+20,000円以上の品×1品+10,000円以上の品×3品お選びください。 

（「お礼の品」と
 「入金方法」を選ぶ。）

次回の平川市議会議員選挙の期日は今年の７月７日です。

ふるさと納税平成30年度実績は申込件数34,611件、寄附金
額は４億3751万3423円です。

建物全体が老朽化し、敷地内が荒れている閉鎖後10数年放
置された旧宿泊施設。

議会miniコラム 国道７号整備促進期成同盟会監査
４月12日、齋藤政子議長が監事を務める当同盟会の平成30年度事業
監査を行いました。
当日は弘前市建設部長と一緒に当同盟会事務局側が来訪。県や国に
行った要望活動などの事業内容について精査しました。
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一
般
質
問
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
内
容
は
、
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
が
自
由
に
決
め
ま
す
。

平川市議会
会議録

Ｑ
尾
上
地
域
の
地
籍
に
つ
い
て
再
調
査
し
て
い
る
目

的
は
。

Ａ
旧
尾
上
町
に
お
い
て
昭
和
46
年
度
か
ら
昭
和
54
年

度
ま
で
に
か
け
て
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

測
量
機
器
の
精
度
や
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
法
務
局
に
備

え
付
け
ら
れ
て
い
る
地
図
と
現
況
に
ず
れ
が
生
じ
、
公
共

事
業
の
実
施
な
ど
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状

況
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
計
画
を
策
定
し
、

平
成
27
年
度
か
ら
地
籍
調
査
の
再
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｑ
市
と
し
て
原
遺
跡
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
遺
跡
は
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
適
切
な
保
存
に
努

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
遺
跡
に
つ
い
て

は
平
成
19
年
度
と
平
成
25
年
度
に
学
術
的
な
試
掘
調
査
の

Ｑ
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
い
、「
道
徳
の
時
間
」

が
「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
へ
新
し
く
位
置
付
け

ら
れ
た
が
、
そ
の
背
景
は
。

Ａ
児
童
生
徒
が
い
じ
め
等
、
現
実
の
困
難
な
問
題
に

も
主
体
的
に
対
処
す
る
こ
と
の
で
き
る
実
効
性
あ

る
力
を
育
成
し
て
い
く
上
で
、
道
徳
教
育
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
内
容
は
。

Ａ
１
つ
目
は
、
他
の
教
科
と
同
様
に
教
科
書
を
使
用

し
ま
す
。
２
つ
目
は
、
他
教
科
の
評
価
方
法
は

５
．
４
．
３
．
２
．
１
な
ど
の
数
値
に
よ
る
評
価
を
し
て

い
ま
す
が
「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
で
は
児
童
生
徒
の
道

徳
性
に
係
る
成
長
の
様
子
を
認
め
励
ま
す
文
章
で
の
評
価

Ｑ
市
内
の
交
通
量
が
多
く
広
い
道
路
の
除
雪
は
、
道

幅
も
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
路
地
な
ど
の
狭
い
道

路
を
見
る
と
、
除
雪
し
た
寄
せ
雪
で
車
両
が
通
行
す
る
に

は
余
裕
の
な
い
幅
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
交
差
点
で

は
雪
の
段
差
が
で
き
る
な
ど
、
広
い
路
線
に
比
べ
る
と
少

し
粗
末
な
気
が
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
ま
で
除
雪
が
行
わ

れ
て
い
な
い
路
線
も
あ
っ
た
。
大
変
残
念
で
あ
る
。
狭
い

市
道
の
除
排
雪
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
小
型
の
除
雪
ド
ー
ザ
や
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
等
で
除

雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
が
密
集
し
雪

を
寄
せ
る
場
所
の
確
保
等
が
困
難
で
あ
る
と
こ
ろ
に
関
し

て
は
圧
雪
、
堆
雪
が
多
く
な
っ
た
場
合
は
排
雪
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

福ふ
く
士し　
稔み
の
る

が
問
う�

（
誠
心
会
・
広
船
）

地
籍
調
査
と

　
　
　
遺
跡
の
今
後
改
訂
さ
れ
た
道
徳
教
育

狭
い
市
道
の
除
排
雪

地
権
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る

方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か

人
間
と
し
て
し
っ
か
り
と

生
き
て
い
く
た
め
に

佐さ

藤と
う　
保た
も
つ

が
問
う�
（
誠
心
会
・
金
屋
）

佐さ

藤と
う　
寛ひ
ろ
し

が
問
う�

（
活
政
会
・
新
屋
）

※１　地域コミュニティ育成事業
　　　�市内全ての町会が対象。地域におけるコミュニティづくりの推進及び育成、町会運営及び集会

施設維持に対する支援を行っている。

市
民
が
安
心
で
き
る

除
排
雪
を

ひらかわ市議会だより 第54号 10



次
の
ペ
ー
ジ
も

市
の
こ
れ
か
ら
を
問
う�

一
般
質
問
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
平
川
市
総
合
戦
略

大
鰐
浪
岡
線
道
路
改
築
事
業
／
予
算
編
成
方
針
と
特
別
職
報
酬
増
額

実
施
、
平
成
24
年
度
に
遺
跡
内
土
地
所
有
者
に
対
す
る
説

明
会
な
ど
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
開
発
予
定
地
が
遺
跡
に

含
ま
れ
る
か
の
確
認
や
開
発
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
試
掘

調
査
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
具
体
的
な
開
発
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
に
お
い
て
開
発
計
画
が
提
出

さ
れ
た
場
合
は
、
内
容
を
踏
ま
え
市
の
助
成
や
国
庫
補
助

の
活
用
な
ど
そ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

Ｑ
原
遺
跡
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
親
か
ら

譲
ら
れ
た
土
地
を
自
分
の
思
い
通
り
に
で
き
な
い

こ
と
が
起
き
て
い
る
。
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
。

Ａ
合
併
前
か
ら
の
問
題
で
あ
り
、
平
川
市
と
し
て
も

県
教
育
委
員
会
と
折
衝
し
交
渉
し
て
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
化
財
の
保
護
や
指
定
に

関
す
る
法
律
は
壁
が
厚
く
、
開
発
行
為
に
対
す
る
手
続
は

全
国
共
通
で
す
。
民
間
等
に
お
い
て
具
体
的
な
開
発
計
画

が
な
さ
れ
た
時
点
で
、
市
は
そ
の
内
容
に
応
じ
て
計
画
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

を
行
う
こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
、
問
題
解
決
的
な
学
習
や

体
験
的
な
学
習
な
ど
を
取
り
入
れ
、
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
に
つ
な
が
る
指
導
を
行
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
当
市
の
「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
の
取
り
組
み
状

況
は
。

Ａ
各
学
校
で
は
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
、
年
間
指
導

計
画
な
ど
を
作
成
し
、
全
教
育
活
動
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
を
育
む
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
の
授
業
は
、
小
学
校
で
は
平
成

30
年
度
よ
り
始
ま
り
、
中
学
校
で
は
平
成
30
年
度
に
教
科

書
の
選
定
を
終
え
次
年
度
よ
り
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。
教

育
委
員
会
で
は
、
研
修
講
座
を
開
催
し
道
徳
教
育
の
中
心

と
な
る
道
徳
教
育
推
進
教
師
の
育
成
や
教
師
力
の
向
上
を

図
る
ほ
か
、
学
校
訪
問
等
を
通
し
て
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
指
導
体
制
が
充
実
す
る
よ
う
指
導
助
言

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
の
幅
が
狭
く
機
械
除
雪
が
困
難
な
路
線
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業

※
１
に
雪
対
策
事
業
を
加
え
、
町
会
対
応
で
家
庭
用
小
型

除
雪
機
に
よ
る
除
雪
、
ま
た
は
人
力
に
よ
る
除
雪
等
で
御

協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
交
差
点
に
発

生
す
る
雪
の
段
差
は
、
後
で
作
業
す
る
側
が
仕
上
げ
る
こ

と
で
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
国
道
や
県
道
と
の
交
差
点

で
、
県
側
が
遅
い
時
間
帯
に
作
業
す
る
交
差
点
で
段
差
が

生
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
以
前
か
ら
県
へ
要
望
し
て
い
た

事
項
で
す
が
、
解
消
に
向
け
て
県
と
の
調
整
を
さ
ら
に
強

め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
除
排
雪
に
対
す
る
市
民
の
御
意
見
、
御
要
望
に

効
率
よ
く
応
え
ら
れ
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
ま
す
が
、
市

民
の
御
協
力
が
必
要
な
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
御
理
解

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

尾上地域で行われている地籍調査。今年度の対象面積は0.40
平方キロメートルです。

学習指導要領改訂を踏まえ、小学校では平成30年度から、中学校で
は令和元年度から「特別の教科　道徳」として授業を開始しています。

通学路を除雪するロータリ除雪車。子どもたちの安心安全を
守ります。

議会miniコラム 平川・猿賀公園　金色のスワンボートお披露目
４月５日、猿賀公園内にある見晴ケ池でのボート開き安全祈願祭に桑田
公憲副議長が出席しました。当日は新たな観光の目玉として金色のスワ
ンボートが披露され、子ども達による試乗が行われました。

議会miniコラム 白岩まつり2019
５月25日、尾崎地区の白岩森林公園で開催された白岩まつり
2019開会式に齋藤政子議長が出席し、初夏を思わせる日差し
のなか、テープカットと祝辞でまつりの盛況を願いました。
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一
般
質
問
定
例
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
中
継
配
信
と
、
過
去
の
議
会
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
２
０
１
９
年
度
は
５
カ
年
計
画
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
平
川
市
総
合
戦
略
※
１
の
最
終
年
度
。

こ
の
計
画
の
中
で
私
が
重
視
し
て
い
る
の
は
出
生
数
で
あ

る
が
現
状
は
。

Ａ
こ
の
計
画
で
は
年
間
２
２
０
人
程
度
の
出
生
数
を

掲
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
策
定
時
の
年
間
出
生

数
が
２
０
０
人
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
向
上
さ
せ
よ

う
と
平
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・
総
合
戦
略
審
議
会

で
の
御
意
見
よ
り
設
定
し
た
も
の
で
す
。
現
状
は
年
間

１
６
０
人
と
非
常
に
乖
離
し
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ
計
画
ど
お
り
伸
び
な
い
理
由
は
。

Ａ
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
結
婚
す
る
方
々

が
少
な
い
こ
と
や
、
１
組
の
夫
婦
間
に
生
ま
れ
る

Ｑ
主
要
地
方
道
大
鰐
浪
岡
線
（
吹
上
工
区
）
道
路
改

築
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
路
線
は
幅
が
狭
く
、
急
な
カ
ー

ブ
と
勾
配
が
あ
る
上
に
交
通
量
が
多
く
大
型
車
も
多
数
走

行
す
る
こ
と
か
ら
、
市
内
に
お
い
て
も
非
常
に
危
険
な
道

路
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

Ａ
当
該
路
線
は
歩
道
の
設
置
が
な
く
、
弘
前
市
薬
師

堂
か
ら
乳
井
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
が
供
用
開
始
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
通
過
交
通
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
特

徴
で
、
交
通
量
は
１
日
約
４
千
台
、
う
ち
大
型
車
両
は

５
０
０
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
期
間
に
お
い
て
は
除
雪

の
寄
せ
雪
に
よ
り
さ
ら
に
狭
く
な
る
状
況
で
大
型
車
両
と

の
交
差
が
で
き
ず
渋
滞
を
招
く
状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
県
に
対
し
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
津
軽
南

Ｑ
消
費
税
増
税
に
よ
る
市
の
公
共
施
設
の
使
用
料
な

ど
の
条
例
改
正
は
い
つ
行
う
の
か
。

Ａ
市
が
条
例
で
定
め
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
６
月

議
会
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
消
費
税
増
税
に
よ
る
歳
入･

歳
出
の
影
響
額
は
。

Ａ
歳
入
と
な
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
増
税
に
伴
う
条

例
改
正
に
必
要
な
審
議
、
議
決
が
ま
だ
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
当
初
予
算
に
お
い
て
は
現
行
の
８
％
で
計
上

し
て
い
ま
す
。
条
例
で
は
な
い
規
則
や
要
綱
等
で
規
定
さ

れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
増
税
影
響
額
を
単
純
に
試
算
す
る

と
約
70
万
円
増
額
と
な
り
ま
す
。
歳
出
も
概
算
で
算
出
す

る
と
影
響
額
は
約
１
億
１
千
万
円
で
す
。

工く

藤ど
う
貴た
か
弘ひ
ろ
が
問
う�

（
誠
心
会
・
柏
木
町
）

齋さ
い
藤と
う
律り
つ
子こ

が
問
う�

（
所
属
会
派
な
し（
日
本
共
産
党
）・蒲
田
）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
平
川
市
総
合
戦
略

危
険
な
道
路

　
　
　
大
鰐
浪
岡
線
予
算
に
お
け
る
消
費
税
と

特
別
職
報
酬
増
額
の
考
え
は

ことば ※１　まち・ひと・しごと創生平川市総合戦略
　　　�平成27年度から５年間において、国や県の策定した「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」に対する基本的な考えを踏まえ、人口減少の克服に向けた実効性
ある地方創生の取り組みを進めるための平川市の計画。

工く

藤ど
う
竹た
け
雄お

が
問
う�

（
所
属
会
派
な
し
・
八
幡
崎
）

市
民
の
声
は

届
い
て
い
ま
す
か

計
画
は
達
成
し
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん

通
学
路
な
の
に
危
な
い

道
路
を
な
ん
と
か
し
て

議会中継は
こちらから
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子
ど
も
の
数
の
減
少
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
計
画
や
目
標
は
達
成
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

到
達
で
き
な
い
な
ら
目
標
達
成
の
た
め
に
対
策
を

立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
計
画
を
見
直
す
体
制
は

な
い
の
か
。

Ａ
現
在
、
出
生
数
な
ど
の
数
値
が
低
い
部
分
に
つ
い

て
は
、
少
し
で
も
目
標
数
値
に
近
づ
け
る
よ
う
に

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
実
績
と
し
て
は
、

移
住
者
向
け
の
支
援
で
あ
る
「
す
こ
や
か
住
宅
支
援
事

業
」
の
成
果
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
95
人
転
入
し
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
目
標
値

の
変
更
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
次
期
総
合
戦

略
の
策
定
に
お
い
て
は
事
業
内
容
や
現
状
の
数
値
状
況
を

精
査
し
、
総
合
戦
略
審
議
会
で
も
委
員
の
方
々
か
ら
御
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
目
標
数
値
の
設
定
等
を
検
討
し

ま
す
。

市
町
村
連
絡
協
議
会
※
２
で
重
点
要
望
と
し
、
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
市
単
独
の
重
点
要
望
と
し
た
結

果
、
平
成
28
年
度
に
交
通
安
全
事
業
と
し
て
現
道
を
拡
幅

す
る
こ
と
で
、
測
量
調
査
及
び
設
計
業
務
に
着
手
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
地
元
説
明
会
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
が
、

一
部
の
関
係
者
か
ら
現
道
を
拡
幅
す
る
こ
と
に
賛
同
を
得

ら
れ
ず
、
県
と
の
協
議
に
よ
り
や
む
を
得
ず
事
業
休
止
と

な
り
ま
し
た
。

Ｑ
通
学
路
で
あ
り
な
が
ら
歩
道
が
な
く
、
歩
行
者
が

身
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
の
区
間
の
道
路
状
況

を
よ
く
す
る
た
め
に
少
し
で
も
前
に
進
め
て
ほ
し
い
。
今

後
の
事
業
再
開
に
向
け
た
進
め
方
は
。

Ａ
市
も
県
も
当
該
路
線
の
危
険
性
や
整
備
す
る
必
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
県
に
粘
り
強
く

働
き
掛
け
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
向
陽
、
高
畑
町
会
に
も

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
地
権
者
の
理
解
を
得
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

Ｑ
７
月
７
日
予
定
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
定
数

は
４
人
減
っ
て
16
人
と
な
る
。
改
選
後
の
議
員
報

酬
引
き
上
げ
は
、
定
数
は
減
っ
て
も
財
政
上
の
削
減
効
果

は
な
く
抵
抗
を
感
じ
る
。
議
員
報
酬
増
額
は
議
員
側
の
問

題
で
は
あ
る
が
、
市
長
の
給
料
引
き
上
げ
も
含
む
今
回
の

条
例
改
正
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

Ａ
市
民
代
表
の
方
々
に
委
嘱
し
て
い
る
市
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
が
財
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら

３
回
に
わ
た
っ
て
審
議
し
た
結
果
で
す
の
で
、
こ
の
答
申

を
尊
重
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
建
設
や
新
体

育
館
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
が
続
く
中
で
も
、
将
来
負
担

比
率
※
３
が
比
率
な
し
と
な
る
な
ど
、
健
全
財
政
が
保
た
れ

て
い
る
状
況
で
す
。
審
議
会
か
ら
は
「
２
年
に
１
回
程
度

開
催
し
、
財
政
状
況
や
経
済
情
勢
の
動
向
を
考
慮
し
な
が

ら
、
報
酬
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」
と

の
付
帯
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
々
で
現
在
の
報
酬

額
が
適
正
か
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
／
審
議
議
案
等
と
結
果

雪
対
策
の
対
応
力
強
化

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

ことばことば ※２　津軽南市町村連絡協議会
　　　�津軽南地域の各市町村長で組織。地域の各重要課題などを協議している。

※３　将来負担比率
　　　�財政の健全度を測る指標の一つ。将来負担すべき実質的な負債の大き

さを表す。

安心して働き、安心して子どもを産み育てられる環境が望ま
れています。

危険な箇所が多い吹上地区の道路。

６月議会に提案された消費税改定に伴う使用料改正対象施設
のひとつである平川市文化センター。
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一
般
質
問
　

Ｑ
今
シ
ー
ズ
ン
の
除
排
雪
に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望

の
件
数
と
内
容
は
。

Ａ
２
月
末
時
点
で
１
６
７
件
で
す
。
内
容
は
間
口
へ

の
置
き
雪
、
除
雪
後
の
道
路
状
況
、
除
雪
出
動
に

関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

Ｑ
毎
年
の
こ
と
と
は
い
え
市
民
の
方
々
は
本
当
に

困
っ
て
い
る
。
置
き
雪
に
つ
い
て
対
策
は
。

Ａ
置
き
雪
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
多
量
と
な
ら
な

い
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
降
雪
量
や
雪
質
、

道
路
の
形
状
な
ど
に
よ
り
寄
せ
雪
の
量
に
差
が
生
じ
る
の

で
全
面
的
に
解
消
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

対
策
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
除
排
雪
を
実
施
す
る
町
会
に
助

成
金
を
交
付
す
る
事
業
や
、
町
会
が
取
り
組
む
雪
対
策
に

石い
し
田た

昭あ
き
弘ひ
ろ
が
問
う�

（
新
風
の
会
・
猿
賀
）

雪
対
策
の
対
応
力
強
化

上
程
さ
れ
た
議
案
等
・
概
要

結
　
果

条 例 の 一 部 改 正

平
川
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

市
議
会
委
員
会
条
例
の
委
員
定
数
を
改
定
。

可
決

平
川
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
市
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
を
改
定
。

可
決

（
起
立
採
決
）

平
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
特
別
職
の
職
員
の
給
料
月
額
を
改
定
。

可
決

（
起
立
採
決
）

平
川
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
　

長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
原
則
、
一
定
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
す
る
規
定
を
追
加
。

可
決

平
川
市
支
所
設
置
条
例
及
び
平
川
市
防
災
行
政
無
線
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

碇
ヶ
関
総
合
支
所
の
移
転
に
伴
う
、
関
係
条
例
の
整
備
。

可
決

平
川
市
運
動
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

平
賀
屋
内
運
動
場
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
回
数
券
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の
使
用

料
を
改
定
。

可
決

平
川
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

基
準
の
一
部
改
定
に
伴
う
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
準
改
定
。

可
決

平
川
市
多
目
的
集
会
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

平
賀
農
村
婦
人
の
家
の
名
称
と
位
置
、
尾
上
農
村
婦
人
の
家
の
名
称
を
改
正
。

可
決

平
川
市
食
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案　

平
川
市
食
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
改
定
。

可
決

（
起
立
採
決
）

平成30年度補正予算

一
般
会
計　
予
算
総
額
：
２
１
１
億
６
５
４
２
万
円

可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
は
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額
等
、
歳
出
は
保
険
給
付
費
を
追
加
等
。

可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
　

歳
入
は
国
庫
補
助
金
に
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
を
追
加
、
歳
出
は
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
に
お
け
る
各
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
金
等
を
追
加
。

可
決

下
水
道
事
業
会
計　

収
益
的
収
入
は
一
般
会
計
補
助
金
を
減
額
、
資
本
的
収
入
と
支
出
は
企
業
債
・
出
資
金
・
負
担
金

を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
。

可
決

各
財
産
区
一
般
会
計
（
広
船
、
石
郷
）

可
決

そ　　の　　他

平
川
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
工
藤
甚
三
氏
を
再
任
。▶

同
意

平
川
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
（
19
件
）

任
期
：
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

同
意

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

構
成
団
体
の
南
黒
地
方
福
祉
事
務
組
合
が
平
成
31
年
３
月
31
日
で
解
散
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

可
決

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

可
決

平
川
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て　
新
た
に
道
の
駅
基
本
計
画
作
成
事
業
等
を
追
加
。

可
決

東
部
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

新
た
に
葛
川
診
療
所
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
購
入
事
業
を
追
加
。

可
決

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

本
町
北
柳
田
地
区
路
線
の
一
部
が
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
廃
止
。

可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　

可
決

令 和 元 年 度 予 算

一
般
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☞　
関
連
記
事　
Ｐ
２
～
Ｐ
７

可
決

（
起
立
採
決
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
36
億
２
９
３
０
万
円

可
決

（
起
立
採
決
）

介
護
保
険
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
39
億
７
４
８
８
万
円

可
決

（
起
立
採
決
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
２
億
８
５
４
０
万
円

可
決

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事
業
診
療
所
特
別
会
計　
　
　
　
予
算
総
額
：
２
億
４
６
０
１
万
円

可
決

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
３
億
５
２
７
８
万
円

可
決

（
起
立
採
決
）

尾
上
地
区
住
宅
団
地
温
泉
事
業
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
１
３
２
２
万
円

可
決

簡
易
水
道
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
７
８
０
万
円

可
決

水
道
事
業
会
計　
　
収
益
的
収
入
：
５
億
７
４
３
３
万
円　
収
益
的
支
出
：
４
億
５
８
８
７
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
的
収
入
：
１
９
９
万
円　
　
　
　
資
本
的
支
出
：
３
８
２
６
万
円

可
決

下
水
道
事
業
会
計　
収
益
的
収
入
：
11
億
17
万
円　
　
　
　
収
益
的
支
出
：
10
億
１
０
７
２
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
的
収
入
：
２
億
３
１
６
６
万
円　
資
本
的
支
出
：
６
億
５
９
９
９
万
円

可
決

各
財
産
区
一
般
会
計
（�

広
船
、
小
和
森
、
荒
田
、
石
郷
、
大
字
大
光
寺
、
新
尾
崎
、
新
館
、
沖
館
、

葛
川
、
吹
上
・
高
畑
、
原
田
、
岩
館
、
碇
ヶ
関
）

可
決

平
成
31
年
３
月
定
例
会
審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果（
抜
粋
）

６４議案について
慎重に審議しました

定
住
を
す
す
め
る
な
ら

雪
対
策
は
大
き
な
問
題

齋藤政子議長

平川市HP
市議会議決の結果

詳細はこちら ひらかわ市議会だより 第54号 14



つ
い
て
奨
励
金
を
交
付
す
る
市
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
本
市
は
車
利
用
率
が
高
く
道
路
状
況
が
生
活
や
経

経
済
活
動
に
影
響
を
与
え
る
。
除
雪
出
動
基
準
は
。

Ａ
降
雪
量
が
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
、
ま

た
は
降
雪
量
が
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ

て
も
、
雪
が
降
り
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
出
動
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ

て
道
路
状
況
を
確
認
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
拡
幅
除
雪
や

剥
ぎ
取
り
除
雪
の
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
除
雪
車
に
つ
い
て
寄
せ
雪
を
少
な
く
す
る
タ
イ
プ

の
排
雪
板
に
取
り
替
え
る
こ
と
は
可
能
か
。

Ａ
効
果
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
購
入
時
に
の
み
取
り

付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
購
入
後
に
取
り
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
費
用
や
作
業
効
率
を
踏
ま
え
必

要
路
線
を
限
定
し
た
上
で
機
械
更
新
時
に
検
討
し
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
会
あ
れ
こ
れ

議
長
が
行
く
！

子
ど
も
議
会
を
開
催　
他

上
程
さ
れ
た
議
案
等
・
概
要

結
　
果

条 例 の 一 部 改 正

平
川
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

市
議
会
委
員
会
条
例
の
委
員
定
数
を
改
定
。

可
決

平
川
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
市
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
を
改
定
。

可
決

（
起
立
採
決
）

平
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
特
別
職
の
職
員
の
給
料
月
額
を
改
定
。

可
決

（
起
立
採
決
）

平
川
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
　

長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
原
則
、
一
定
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
す
る
規
定
を
追
加
。

可
決

平
川
市
支
所
設
置
条
例
及
び
平
川
市
防
災
行
政
無
線
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

碇
ヶ
関
総
合
支
所
の
移
転
に
伴
う
、
関
係
条
例
の
整
備
。

可
決

平
川
市
運
動
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

平
賀
屋
内
運
動
場
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
回
数
券
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の
使
用

料
を
改
定
。

可
決

平
川
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

基
準
の
一
部
改
定
に
伴
う
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
準
改
定
。

可
決

平
川
市
多
目
的
集
会
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

平
賀
農
村
婦
人
の
家
の
名
称
と
位
置
、
尾
上
農
村
婦
人
の
家
の
名
称
を
改
正
。

可
決

平
川
市
食
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案　

平
川
市
食
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
改
定
。

可
決

（
起
立
採
決
）

平成30年度補正予算

一
般
会
計　
予
算
総
額
：
２
１
１
億
６
５
４
２
万
円

可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
は
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額
等
、
歳
出
は
保
険
給
付
費
を
追
加
等
。

可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
　

歳
入
は
国
庫
補
助
金
に
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
を
追
加
、
歳
出
は
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
に
お
け
る
各
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
金
等
を
追
加
。

可
決

下
水
道
事
業
会
計　

収
益
的
収
入
は
一
般
会
計
補
助
金
を
減
額
、
資
本
的
収
入
と
支
出
は
企
業
債
・
出
資
金
・
負
担
金

を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
。

可
決

各
財
産
区
一
般
会
計
（
広
船
、
石
郷
）

可
決

そ　　の　　他

平
川
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
工
藤
甚
三
氏
を
再
任
。▶

同
意

平
川
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
（
19
件
）

任
期
：
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
31
日

同
意

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

構
成
団
体
の
南
黒
地
方
福
祉
事
務
組
合
が
平
成
31
年
３
月
31
日
で
解
散
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

可
決

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

可
決

平
川
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て　
新
た
に
道
の
駅
基
本
計
画
作
成
事
業
等
を
追
加
。

可
決

東
部
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

新
た
に
葛
川
診
療
所
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
購
入
事
業
を
追
加
。

可
決

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

本
町
北
柳
田
地
区
路
線
の
一
部
が
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
廃
止
。

可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　

可
決

令 和 元 年 度 予 算

一
般
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☞　
関
連
記
事　
Ｐ
２
～
Ｐ
７

可
決

（
起
立
採
決
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
36
億
２
９
３
０
万
円

可
決

（
起
立
採
決
）

介
護
保
険
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
39
億
７
４
８
８
万
円

可
決

（
起
立
採
決
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
２
億
８
５
４
０
万
円

可
決

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事
業
診
療
所
特
別
会
計　
　
　
　
予
算
総
額
：
２
億
４
６
０
１
万
円

可
決

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
３
億
５
２
７
８
万
円

可
決

（
起
立
採
決
）

尾
上
地
区
住
宅
団
地
温
泉
事
業
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
１
３
２
２
万
円

可
決

簡
易
水
道
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
：
７
８
０
万
円

可
決

水
道
事
業
会
計　
　
収
益
的
収
入
：
５
億
７
４
３
３
万
円　
収
益
的
支
出
：
４
億
５
８
８
７
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
的
収
入
：
１
９
９
万
円　
　
　
　
資
本
的
支
出
：
３
８
２
６
万
円

可
決

下
水
道
事
業
会
計　
収
益
的
収
入
：
11
億
17
万
円　
　
　
　
収
益
的
支
出
：
10
億
１
０
７
２
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
的
収
入
：
２
億
３
１
６
６
万
円　
資
本
的
支
出
：
６
億
５
９
９
９
万
円

可
決

各
財
産
区
一
般
会
計
（�

広
船
、
小
和
森
、
荒
田
、
石
郷
、
大
字
大
光
寺
、
新
尾
崎
、
新
館
、
沖
館
、

葛
川
、
吹
上
・
高
畑
、
原
田
、
岩
館
、
碇
ヶ
関
）

可
決

工藤甚三
教育委員会委員

農業委員会
名簿は
こちらから

町会が取り組む雪対策について市からの奨励金を平成30年度
から増額しています。

正しいページの
QRコードは
こちらです。

ひらかわ市議会だより第53号（３月15日発行）13ページに掲載
している「平川市HP子育て支援手当・助成ページ」QRコードの
リンク先に誤りがありました。
訂正し、お詫び申し上げます。

市議会だより第53号の訂正とお詫び

15



請願・陳情を出される方は
午後５時までにご提出願います。

令和元年 第３回定例会は
9月上旬からの予定
開会は10時です
傍聴席の定員は34名

　５月７日から新たに完成した建物で業務を開始した平川市碇ヶ関総合支所。そ
の開庁式に出席し、テープカットで新たなスタートを祝いました。
　公民館と一体となったこの新庁舎を市議会議員一同で見学。市民から要望が多
かったエレベーターの設置や、１階ロビーを拡張しコミュニティースペースが設
けられるなど、改修工事によって市民にやさしい施設に生まれ変わっていました。
　職員も気持ちを新たに業務に励み、来庁
者に親しみやすく誠実な対応をしている様
子でした。
　碇ヶ関地域は本市の南側の玄関口。市内
外の交流を促進するためにも、たくさんあ
る観光資源を活かしたまちづくりを目指し
てほしいと切に願います。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　石　田　昭　弘
副委員長　工　藤　貴　弘
委　　員　福　士　　　稔
　　　　　原　田　　　淳
　　　　　長　内　秀　樹
　　　　　田　中　友　彦

議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です９月17日

議長が行く！

　議会広報の副委員長として４年間、議会だよ
りの編集に携わってきました。�
　おかげさまで議会だよりを刷新することがで
き、市民の皆様からも読みやすくなったという
お声をたくさん頂戴しています。�
　石田委員長を初めとして、これまで真剣に編
集作業に取り組んでいただいた委員と事務局に
よる努力の結晶が、今の議会だよりです。�
　今号をもって任期は終わりますが、新しい委
員の方が、さらなる読みやすさを追求してくだ
さることを期待しています。� （工藤貴弘）

傍聴から　
　　はじめませんか

どなたでも傍聴できます
市本庁舎５階へお越しください

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-44-1111

議 会 あ れ こ れ

提出方法はこちらから▶

市内の小学生18名による子ども議会が開催されます。
どなたでも傍聴できますので、本庁舎５階議場まで�
お越しください。

【昨年開催した子ども議会の様子】

編集後記

議長　齋藤政子

子ども議会を開催
7月26日（金） 10:00～

発
行
／
平
川
市
議
会
　
編
集
／
平
川
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

こ
の
印
刷
物
は
10,600部

作
成
し
、
印
刷
経
費
は

1部
あ
た
り
約
17.1円

で
す
。
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平
川
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会HP


